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http://www.solar.fukushima.jp/fks/src/fukushima_map01.html 

導入済み設備容量 （現在） 

太陽光・風力発電の導入状況（福島県） 



http://www.solar.fukushima.jp/fks/src/fukushima_map01.html 

認定済み設備容量 （将来） 

太陽光・風力発電の認定状況（福島県） 



  ○ 太陽光発電の問題点の一つ 
    お天気まかせ、時間・空間的な変動が大きい 
    （安定した電力の供給が求められる） 

需給バランスと気象予報 

出典： 産総研・太陽光発電研究センターＨＰより 

現状： 
・ＦＩＴの導入後、ＰＶの大量導入が加速 
・電力システムではＰＶの系統連系△ 
・4月からは電力小売りの自由化 
 （新規電力事業者（ＰＰＳ）の参入） 
 
太陽光発電システムを広く普及、系統連
系するには気象予測技術も一つの手段 

✔ 需要予測に加えて、太陽光による発電予測が必要 

✔ 火力発電機の運用計画は前日の夕方までに実施（翌日の予測が必要） 
✔ 計画的、効率的な運用→コスト最小化（経済性） ✔ 出力抑制にも利用 

ただし、予測は完全ではなく、現状では大外れすることもある。 



  ○ 日射量（太陽光発電電力量）の予測の影響 

需給バランスと気象予報 

Case1:日射量の過大予測 

 

実際には、日射量が少ないので
太陽光による発電量も少ない 

 

⇒ 供給支障（停電）の恐れ 

Case2:日射量の過小予測 

 

実際には、日射量が多いので
太陽光による発電量も多い 

 

⇒ 余剰電力の恐れ（電気は
余ってもいけない） 

過大 

過小 

前日の予測値 

観測値 

前日の予測値 

観測値 

（うまく火力発電がカバーできなければ、） 

（うまく需要でカバーできなければ、） 



送電：広域連系線 

引用：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 電力需給検証小委員会 第９回会合 資料６ 

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/kihonseisaku/denryoku_jukyu/pdf/009_06_00.pdf 

東北地方の太陽光発電、風力発電の出力
を電力需要の高い東京電力エリアに送電 

運用上では、どの程度発電
するのかなど予測の活用が
必要 



季節予報データ（アンサンブル予報） 
季節的な需要の予測 （需要は気温との相関が高い） 
火力・石炭火力の燃料費の調達 

出典： 中部電力 津坂 （２００５） 



出典： 中部電力 津坂 （２００５） 

冷暖房の需要は気温との相関が高い 

将来どの程度気温が高くなるか→ 今後の需要の想定に必要 

（温暖化にからめた需要予測の話などは今のところなし） 



ＧＳＭの利用 

週間予測 

用途：蓄電池の容量（２，３日程度の運用計画） 

揚水発電の水の上げ下げ計画（１週間の運用計画） 

 

ＭＳＭの利用 

前日、当日予測 

用途：火力発電機の起動停止計画（前日夕方までに計画を確定） 
    

ＬＦＭの利用 

当日予測（前日予測の修正） 
用途：火力発電機の起動停止計画の修正、 

揚水発電の運用計画など 

気象予測データの利用用途（想定） 

（想定） 



資料提供： 山口 順之講師（東京理科大） 

JST CREST EMS     HARPS 

異分野コラボ
レーション
ルームの構築 

（中給のような
イメージ） 

今年3月中

には構築・
運用開始予
定 



CREST HARPS     

詳細は。。 



•Themed-joint session: Adapting to Climate Variability and its Impacts on Energy Sector Resilience 
•Operational forecast modeling for wind/solar electric generation 
•Medium-range, sub-seasonal, and seasonal scale forecast techniques and modeling for energy demand 
•Climate data and modeling applied to long-term renewable energy resource development 
•Software applications linking weather to energy decision support 
•Energy applications for weather/climate data 
•New technologies for the production of renewable energy 
•Big data analytics providing decision support within the energy sector 
•Logistic regression applications in the energy sector 
•Remote sensing techniques for wind energy assessment and forecasting 
•Water resource and energy sector interactions 
•Energy and Climate Variability 文字検索 Solar: 19件、wind: 38件 



Source:  http://www.esrl.noaa.gov/news/2015/010915.html 

風力予測改善に向けたプロジェクト（米国） 



Thanks to Dr. Sue Ellen Haupt,(NCAR) 

WRF-SOLARの開発・実運用 

日射予測の高精度化（エアロゾル（大気中
の塵）を考慮）→日本は黄砂があるため、
エアロゾルの日射予測に対する影響は大 



Thanks to Dr. Sue Ellen Haupt,(NCAR) 

各種気象予報モデルの利用 

✔ 各種予測情報をブレンドして、複数の予測を利用するシステムを構築 

✔ 短時間～前日～数日～週間までを利用 



特集:デマンドレスポンスの現状と動向 
=巻頭言= 
■デマンドレスポンスの実用的な技術開発への期待 
 明治大学/福山 良和 
 
=解 説= 
■横浜実証サイトにおけるデマンドレスポンス 
 株式会社東芝/松澤 茂雄 
■デマンドレスポンスの自動化と標準化 
 早稲田大学/石井 英雄 
■Demand Responseの研究動向:電力市場の視点から 
 明治大学/森 啓之 
 
<製品と技術> 
■電気設備のLCCO2,LCC評価手法とケーススタディ 
 株式会社トーエネック/小林 浩 
 
<資料> 
■漁村のスマートコミュニティ技術実用化・実証研究 
 ミツイワ株式会社/小田嶋 俊和 
■スマートグリッドに関連するシミュレーションモデルの構築 
 アンシス・ジャパン株式会社/関末 崇行 
■エリアマネジメントの「現状」と「今後の展望」 
 株式会社アバンアソシエイツ/松下 幸司 
■SPD(サージ防護デバイス)故障時の安全性を考慮する重要性 
 株式会社昭電/垣内 健介 
 
<国際会議報告> 
■ISAP2015参加報告 
 明治大学/福山 良和 
 
<連載>気象庁データのスマートグリッドへの利活用(第1回) 
■再生可能エネルギーに関わる気象観測データ 
 国立研究開発法人 産業技術総合研究所(兼気象庁気象研究所)/ 大竹秀明 

http://www.taigashuppan.co.jp/products/detail.php?

product_id=413 

引用 大河出版 

著書：技術雑誌「スマートグリッド」  気象データに関する連載（計４回） 



ご清聴ありがとうございました 


